
博士峠の夫婦清水はかせとうげのめおとしみず

所在地

種　類

指定等

　昔から、博士峠は大沼郡東部と西部を行き交う

重要な交通路であったため、多くの人々がこの清

水の前を通行したことが予想される。

　イヌワシの生息する博士山の周辺は、原生林の

ブナが多く残されている。そのブナ林が雨水を貯

め豊富な湧き水をあたえている。この清水の沢の

下には４ｍ前後の大きな岩（凝灰岩）が二つあり、

これにちなんで夫婦清水と名付けられている。

　清水は水量も豊富で腐りにくく、無臭で雑味の

ない名水といわれている。

福島県大沼郡会津美里町松坂地内

滝と名水


